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件数（件） 量（ｔ） 件数（件） 量（ｔ）
完了 387（57.5）＊１ 37,081（9.0） 463（51.8） 62,990（8.5）
一部着手 71（10.5） 279,370（68.0） 75（8.4） 65,225（8.8）
未着手 215（31.9） 94,373（23.0） 298（33.3） 613,125（82.3）
その他＊２ 0 0 58（6.5） 3,639（0.5）




















岩手県側 15ha、15 万 m3、













130 × 200m ×深さ 20m 以
上、容積約 75.3 万m3、うち
混合物 60.5 万m3、コンクリ
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＜0.5 5.3 ＜ 1 ＜ 0.02 ＜ 0.0001 0.82
計画処理水質 60以下 90以下 10以下 0.2 以下 1以下 10以下
水質の単位はダイオキシン類（pg‐TEQ/l）を除いてすべてmg/l
青森県技術資料を参考に作成
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4   修復の安全・安心と資源循環へ向けた動向蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
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